
序章
・職員には、なぜ財務の知識が必要なのか
・正しい支出事務を行うには
・職員の仕事と監査

第１章　�適正な会計事務を�
実現するための予算

・予算は難しくない
・予算とは何か
・収支の結果を分かりやすくする仕組み 
・予算の原則とは 
・予算と行政評価

第２章　�適切な出納事務を�
実現するために

・出納事務と住民監査請求・住民訴訟

・職員の賠償責任

�第３章　�収入事務と債権管理の�
ポイント

・行政サービスと住民の負担
・会計管理者と会計事務
・収入の種類

第４章　�適正な支出事務を�
するためのポイント

・支出事務と経済環境等の変化
・例外の支出方法
・一般競争入札の参加資格

特別編　出納事務相談室

55のポイントでわかる
自治体職員

新 はじめての出納事務
支出や収入、契約、債権管理など必須の財務の知識

大崎 映二[著]　〈定価＝本体2,500円＋税〉　Ａ５判／並製／240頁
ISBN 978-4-313-12126-3　2020年3月刊行 

これだけ知っていれば
財務事務・出納事務も怖くない！

自治体の職員であれば知っておく必要がある、財務事務を地方自治法第９章を骨格に
し、その条文をどのように解釈して現場で仕事をすべきかを解説。２０２０年４月施
行の改正自治法をふまえ『50のポイントでわかる 自治体職員はじめての出納事務』を
全面的に見直した改題新版。

支出や収入、契約、債権管理など
必須の財務の知識

学陽書房

新はじめての
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自治体職員
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